
学校段階等別・教科等別ワーキンググループ等の進捗状況等

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○総則・評価特別部会 １

【 （ ）、 （ ）、 （ ）、第一回：11月2日 月 第二回：12月2日 水 第三回：12月22日 火

第四回：１月18日（月 】）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○幼児教育部会 ３

【 （ ）、 （ ）、 （ ）、第一回：10月23日 金 第二回：11月20日 金 第三回：12月24日 木

第四回：１月21日（木 】）

・幼児教育部会（第３回）における検討事項

・幼稚園教育要領の構造化のイメージ（仮案・調整中）

・教育課程部会幼児教育部会（第４回）における検討事項

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○特別支援教育部会 ９

【第一回：11月６日（金、第二回：11月19日（木、第三回・第四回：12月16日（水、） ） ）

第五回：１月20日（水 】）

・・・・・・・・・・・・・・・・○言語能力の向上に関する特別チーム １１

【 （ ）、 （ ）、 （ ）】第一回：10月22日 木 第二回：12月18日 金 第三回：１月13日 水

・言語に関する資質・能力（検討のたたき台）

・言語に関する資質・能力の要素（イメージ案）

・・・・・○高等学校の地歴・公民科科目の在り方に関する特別チーム １３

【第一回：11月12日（木 、第二回：12月21日（月 】） ）

・高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性 (たたき台案)

・高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性（たたき台案）

・高等学校学習指導要領における公民科目新設の方向性（たたき台案）

○高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方に関する特別チーム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０

【第一回：11月20日（金 、第二回：１月21日（木 】） ）

・数理探究（仮称）の基本的な考え方について（論点案）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○国語ワーキンググループ ２２

【 （ ）、 （ ）、 （ ）】第一回：11月19日 木 第二回：12月14日 月 第三回：１月19日 火

・国語科で育成すべき資質・能力（検討のたたき台）

・国語科における学習活動の要素（イメージ案）

・国語教育のイメージ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○外国語ワーキンググループ ２７

【 （ ）、 （ ）、 （ ）、第一回：10月26日 月 第二回：11月30日 月 第三回：12月11日 金

第四回：12月21日（月 、第五回：1月12日（火 】） ）

・・・・・・・・・・・・・○社会・地理歴史・公民ワーキンググループ ３１

【 （ ）、 （ ）、 （ ）、第一回：12月７日 月 第二回：１月18日 月 第三回：１月25日 月

第四回：１月28日（木 】）

・社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断力、表現力等の育成の

イメージ

・ 社会科等における見方や考え方と思考力 判断力 表現力等 イメージ た「 、 、 」 （

たき台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・○算数・数学ワーキンググループ ３６

【第一回：12月17日（月 、第二回：１月22日（金 】） ）

・算数・数学教育のイメージ

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて各教科等において育

成すべき資質・能力の整理

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○理科ワーキンググループ ３９

【 （ ）、 （ ）、 （ ）】第一回：11月10日 火 第二回：12月14日 月 第三回：１月14日 木

・理科教育のイメージ（案）

・理科教育において育成すべき資質・能力（検討のたたき台）

・理科の内容における主な見方や考え方の整理例（案）

・資質・能力の育成のために重視すべき学習過程等の例（たたき台）



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○芸術ワーキンググループ ４４

【第一回：11月23日（月 、第二回12月21日（月 、第三回・第四回：１月2） ）

2日（金 】）

・小・中・高を通じ、音楽科、芸術科（音楽）において育成すべき資質・能

力の整理（検討のたたき台）

・音楽科、芸術科（音楽）における学習のプロセス（イメージ案）

・小・中・高を通じ、図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）において

育成すべき資質・能力の整理（検討のたたき台）

・図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）における学習のプロセス（イ

メージ案）

・芸術科（書道）において育成すべき資質・能力の整理（検討のたたき台）

・芸術科（書道）における学習のプロセス（イメージ案）

・豊かな情操の育成を目指した小・中・高等学校修了時の児童生徒の姿（育

成すべき資質・能力 （検討のたたき台））

・・・・・・・・・・・・・・・○家庭、技術・家庭ワーキンググループ ５８

【第一回：11月30日（月 、第二回・第三回：12月15日（火 】） ）

・家庭科、技術・家庭科（家庭分野）における教育のイメージ（たたき台）

・技術・家庭科（技術分野）における教育のイメージ（たたき台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○情報ワーキンググループ ６１

【 （ ）、 （ ）、 （ ）、第一回：10月22日 木 第二回：11月24日 火 第三回：12月22日 火

第四回：１月20日（水 】）

・高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

・・・・・・・・・・○体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ ６５

【第一回・二回：11月23日（月 、第三回：12月10日（木 、第四回：12月2） ）

4日（木 、第五回：１月20日（水 】） ）

・健やかな体の育成に関する教育のイメージ（たたき台）

・ たたき台】資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて育成すべ【

き資質・能力の整理イメージ（体育科・保健体育科）



・・・・・・・・・・・○生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ ７０

【 （ ）、 （ ）、 （ ）】第一回：11月16日 月 第二回：12月８日 火 第三回：1月12日 火

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○特別活動ワーキンググループ ７１

【 （ ）、 （ ）、 （ ）】第一回：11月25日 水 第二回：12月22日 火 第三回：１月20日 水

・特別活動のイメージ（たたき台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○産業教育ワーキンググループ ７３

【第一回：12月７日（月 、第二回：12月16日（水 、第三回・四回：1月8） ）

日（金 】）

（未開催）

・中学校部会、高等学校部会

・考える道徳への転換に向けたワーキンググループ

※下線は１月20日（水）時点からの更新された箇所。



 

総則・評価特別部会における検討事項（案） 

 

 

（１） 学習指導要領等全体及び総則の構造に関する考え方 

 

○ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学習指導要領等全体や総則はどのような

構造や表現とすべきか。 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、各学校段階の総則においてどのように

示すべきか。 

・学校生活の核となる教育課程の意義 

・教育関係法令に定める目的・目標等との関係 

・育成すべき資質・能力の要素 

・知・徳・体の総合的な育成、道徳教育、体育・健康や安全等に関する指導 

・各教科等の本質的意義と教育課程の総体的構造 

・教科等横断的に育成すべき資質・能力と、教科等間の関係 

・教育課程編成の在り方（カリキュラム・マネジメント） 

・学習・指導の改善の視点（アクティブ・ラーニングの視点） 

・教育課程全体において重視すべき学習活動等（習得・活用・探究、言語活動、体験活動、

問題解決的な学習、自主的・自発的な学習、見通し・振り返り、繰り返し指導、情報機

器やネットワーク等の活用、社会教育施設等の活用、学校図書館を活用した読書活動、

美術館や音楽会等を活用した芸術鑑賞活動等） 

・部活動の位置付けと留意点 

 

（２）発達の段階や成長過程のつながりを踏まえた総則の在り方 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、各学校段階の教育の特質を踏まえつつ、

発達の段階や成長過程をつなぐ観点から、学習指導要領等においてどのように示すべき

か。 

・学校段階間の接続 

・１８歳の段階や義務教育段階で身に付けておくべき力についての考え方の共有 

・インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた連続性のある「多様な学びの場」におけ

る十分な学びの確保 
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・特別支援教育に関すること（通級による指導や特別支援学級の意義・位置付け、「個別

の教育支援計画」や「個別の指導計画」の位置付け、特別支援教育コーディネーターを

中心とした支援体制の確立等） 

・キャリア教育の視点 

・多様な個に応じた指導の在り方（優れた才能や個性を有する児童生徒への指導や支援、

海外から帰国した子供や外国人児童生徒への日本語指導・適応指導等、学び直し、習熟

度別指導等） 

・生徒指導、進路指導 

 

（３）社会とのつながり 

   

○ 家庭や地域社会との連携や、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習、異年齢・

世代間交流等について、学習指導要領等においてどのように示すべきか。 

 

（４）学習評価 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、どのように考えるか。 

・育成すべき資質・能力等を踏まえた学習評価の今後の方向性について 

・観点別学習状況の評価の在り方について 

・多様な学習活動や学習成果の評価について 

・学習評価と学習・指導方法の改善について 

・指導要録の在り方について 

・効果的な学習評価の推進方策について 
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幼児教育部会における検討事項について（案） 

（教育課程企画特別部会 論点整理より） 

 
［１］新しい幼稚園教育要領が目指す姿について 

―幼児期に育みたい資質・能力と幼稚園教育要領の構造化の方向性から― 

 
○論点整理に示された育成すべき資質・能力の基本的な考え方を踏まえ、幼児

教育の特性に配慮した幼児期において育みたい資質・能力をどう明確化するか。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立って、幼児期における指導方法をどのよ

うに充実するか。 

［２］幼稚園教育における改訂の具体的な方向性について 

―教育課程の基本的な枠組みと、小学校教育との接続から― 

 
○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をどのように明確化するか。 

○幼児期にふさわしい評価の在り方についてどのように考えるか。 

○幼児教育の特性等に配慮した内容をどのように改善・充実していくか。 

○幼児教育と小学校教育との接続を一層強化していくための支援方策をどの

ように進めるべきか。 

○幼稚園における子育ての支援の在り方をどのように捉え、進めるべきか。 

○幼稚園教育の目的や目標を達成するために、幼稚園におけるカリキュラム・

マネジメントをどのように確立すべきか。               

等 
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教育課程部会幼児教育部会（第３回）における検討事項 

 

① 幼児期において育みたい資質・能力について 

論点１ 

○前回の幼児教育部会における議論や幼児教育の特性を踏まえ、小学校の各教科等における

教育の前倒しと受け取られないようにしつつ、幼児期において育みたい資質・能力の明確化

を図るには、どのような工夫が必要か。（資料２、資料４） 

 

 

（参考） 

（前回の幼児教育部会における論点） 

○「教育課程企画特別部会 論点整理」に示された育成すべき資質・能力の基本的な考え方

等を踏まえ、幼児教育の特性に配慮した幼児期において育みたい資質・能力をどのように

明確化するか。 

 

（前回の幼児教育部会の議論の整理） 

・個別の知識や技能は、幼児期の場合、何を知っているか、何ができるかというより、何を 

知ったり、何に気付いたりしているのかといった視点が大事。 

・思考力・判断力・表現力等は、興味や関心がまずベースにあって「知っていること、気付

いたことを使って、考えたり、試したり、表現したり」といった表現方法がよいのではない

か。 

・学びに向かう力、人間性等は、幼児期は環境を通しての指導がベースであることから、「ど

のように環境と関わって、より充実した生活を送るか」という表現が適当。 

・５領域の内容については、資質・能力の三つの柱に沿って整理していく必要があるのでは

ないか。 
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②幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について 

論点２ 

○前回の幼児教育部会の議論や幼児教育の特性を踏まえ、幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿の明確化を図る際、以下の視点から改善すべき点はないか。（資料３、資料４） 

 

・論点整理「育成すべき資質・能力について」（資料４ 資質・能力等関係資料 論点整理 

抜粋Ｐ8～Ｐ13）を踏まえた視点 

 

・平成 22 年以降の幼児を取り巻く環境の変化、幼児の育ちの変化、今後の社会の質的な変

化、国際社会における幼児教育に対する認識の高まり、いわゆる非認知的能力の重要性の指

摘、新しい時代と社会に開かれた教育課程（論点整理抜粋Ｐ1～Ｐ4）等を踏まえた視点 

 

・幼稚園教育要領における５領域との関係や、要領全体とのバランスの視点 

 

・「前の学校段階での教育が次の段階で生かされるよう、学びの連続性が確保されることが

重要である。」と論点整理（論点整理抜粋Ｐ13）において提言されていることを踏まえた、

小学校教育からの視点 

 

・「次期改訂に向けての課題」（論点整理抜粋Ｐ5～6）を踏まえた視点 

 

 

（参考） 

（前回の幼児教育部会における論点） 

○ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿をどのように明確化するか。 

 

（前回の幼児教育部会の議論の整理） 

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を育成すべき資質・能力の三つの柱に沿って整理

することによって、幼稚園から高等学校までを見通した体系的なものができるのではない

か。 

・ 自己肯定感について、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として重視すべきではない

か。 
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（
ｲ
）
健
康
な
心
と
体
(ﾛ
）
自
立
心

（
ﾊ
）
協
同
性

（
ﾆ
）
道
徳
性
の
芽
生
え

（
ﾎ
）
規
範
意
識
の
芽
生
え

（
ﾍ
）
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
か
か
わ
り
（
ﾄ）
思
考
力
の
芽
生
え
（
ﾁ
）
自
然
と
の
か
か
わ
り
（
ﾘ
）
生
命
尊
重
、
公
共
心
等

（
ﾇ
）
数
量
・
図
形
、
文
字
等
へ
の
関
心
・
感
覚

（
ﾙ
）
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い

（
ｦ
）
豊
か
な
感
性

領
域

・
健
康
な
心
と
体
を
育
て
，
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を
養
う

・
他
の
人
々
と
親
し
み
，
支
え
合
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
，
自
立
心
を
育
て
，
人
と
か
か
わ
る
力
を
養
う

・
周
囲
の
様
々
な
環
境
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
か
か
わ
り
，
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
力
を
養
う

・
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
表
現
し
，
相
手
の
話
す
言
葉
を
聞
こ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
，
言
葉
に
対
す
る
感
覚
や
言
葉
で
表

現
す
る
力
を
養
う

・
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
豊
か
な
感
性
や
表
現
す
る
力
を
養
い
，
創
造
性
を
豊
か
に
す
る

遊
び
を
通
し
て
の
総
合
的
な
指
導

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

（ど
の
よ
う
な
心
情
、
意
欲
、
態
度
な
ど
を
育
み
、

よ
り
よ
い
生
活
を
営
む
か
）

※
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
幼
児
期
の

発
達
の
特
性
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
。

平
成
２
７
年
１
２
月
２
４
日

教
育

課
程

部
会

幼
児

教
育

部
会

資
料
２

１
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1 
 

 

 

教育課程部会幼児教育部会（第４回）における検討事項 

 

① 幼稚園における子育ての支援の在り方について 

 
 
○ 現在、子育ての支援については、学校教育法第二十四条「幼稚園においては、第二十二

条に規定する目的を実現するための教育を行うほか、幼児期の教育に関する各般の問題に

つき、保護者及び地域住民その他の関係者からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言

を行うなど、家庭及び地域における幼児期の教育の支援に努めるものとする。」と規定さ

れている。 
 
○ また、幼稚園教育要領においては、第１章 総則 第３ 教育課程に係る教育時間の終

了後等に行う教育活動など及び第３章 指導計画及び教育課程に係る教育時間の終了後

等に行う教育活動などの留意事項 第２ 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教

育活動などの留意事項に規定されているところ。 
 
○ 近年、我が国においては少子化の急速な進行、核家族化の進行等による子育て不安、孤

立感の高まりや共働き世代の増加など社会の労働環境の変化、地域における連帯感の希薄

化等による家庭や地域の教育力の低下等により、家庭、地域と学校教育がより連携強化を

図っていくことが、ますます必要となっている。特に、幼児教育は学校教育の中で、家庭

や地域との結び付きが強い学校種である。 
 
○ 「教育課程企画特別部会 論点整理」においては、「教育課程の基準となる学習指導要

領及び幼稚園教育要領も、各学校が「社会に開かれた教育課程」を実現していくことに資

するものでなければならない」と提言されている。 
また、「子供の発達の連続性を踏まえた幼児教育を充実するために、子供一人一人の多

様性への配慮や学校と家庭、地域との連携強化の観点から、幼稚園における子育ての支援

等について、具体的な留意事項の在り方等に関する検討を行う必要がある。」と提言され

ている。 
 
○ これらを踏まえ、幼稚園における子育ての支援について、具体的にどのような留意事項

を設けていくべきか。 

平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ １ 日 
教育課程部会幼児教育部会 

資料１ 
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2 
 

② 幼稚園における「教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動」（いわゆる「預

かり保育」）の充実について 

 

 
○ 現在、「預かり保育」については、学校教育法第二十五条「幼稚園の教育課程その他の

保育内容に関する事項は、第二十二条及び第二十三条の規定に従い、文部科学大臣が定め

る。」と規定されていることを踏まえ、幼稚園教育要領において、第１章 総則 第３ 教

育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動など及び第３章 指導計画及び教育課

程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項 第２ 教育課程に係る教

育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項に規定されている。 
 
○ 「預かり保育」は、通常の教育時間の前後や長期休業期間中などに、地域の実態や保護

者の要請に応じて、幼稚園が、当該幼稚園の園児のうち希望する者を対象に行う教育活動

であり、我が国の子育て環境の変化等から、その要望は年々高まっており、実施率も増え

てきている。 
 
○ これらを念頭に置きながら、「預かり保育」について、例えば、教育課程に基づく活動

との関連性など、学校教育法や幼稚園教育の基本を踏まえ、幼稚園の教育活動として適切

な活動となるよう、充実すべき点や留意事項として加えるべき点はないか。その際、「幼

稚園が「社会に開かれた教育課程」を実現していくことに資するという観点から、考慮す

るべき点はないか。 
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特別支援教育部会における検討事項について（案） 

 

全ての学校や学級に、発達障害を含めた障害のある子供たちが在籍する可

能性があることを前提に、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、子

供たちの自立と社会参画を一層推進するため、以下の事項を検討してはどう

か。 

 

１．特別支援教育における、 

① 社会に開かれた教育課程、育成すべき資質・能力、「アクティブ・ラーニ

ング」の視点に立った指導、カリキュラム・マネジメントの在り方。 

 

２．幼稚園、小学校、中学校、高等学校等において、 

① 各教科等の目標を実現する上で考えられる困難さに配慮するために必要

な支援の改善・充実。 

② 通級による指導や特別支援学級の意義、それらの教育課程の取扱いにつ

いての改善・充実。 

③ 合理的配慮の提供も含めた「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」

の位置付け並びに作成・活用の方策についての明確化。 

④ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の確立等の観点等

の明確化。 

⑤ 共生社会の形成に向けた障害者理解の促進、交流及び共同学習の一層の

充実。 

 

３．特別支援学校において、 

① 幼児児童生徒の発達の段階に応じた自立活動の改善・充実。 

② これからの時代に求められる資質能力を踏まえた、障害のある幼児児童

生徒一人一人の進路に応じたキャリア教育の充実。 

③ 知的障害のある児童生徒のための各教科の改善・充実。 

 

４．幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等との間で、 

① 子供たち一人一人の学びの連続性を実現するための教育課程の円滑な接

続の実現                    

など 
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言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項 

 
 
 
１．「国語科」及び「外国語科・外国語活動」を通じて育成すべき言語能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
 ・他教科における言語能力の育成との関係について 
 
２．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」におけ

る指導内容の系統性について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 
３．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科・外国語活動」相互の

連携について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 ・ローマ字学習の取扱いについて 
 
４．効果的な指導の在り方について 
 ・教科担任制の中・高等学校における連携の在り方 
 ・短時間学習の活用 
 ・ＩＣＴ等の活用 
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

・
言
葉
の
働
き
、
役
割

・
書
き
言
葉
、
話
し
言
葉

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
と
文
章
の
関
係

・
文
章
全
体
の
構
造

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

○
既
有
知
識
（
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般

常
識
、
社
会
的
規
範
や
文
化
等
）

◆
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す
る
力

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
既
有
知
識
（
他
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般
常
識
、
社
会
的

規
範
や
文
化
等
）
に
基
づ
く
吟
味
、
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像

を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

・
相
手
と
の
関
係
の
理
解

・
相
手
の
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

◆
考
え
（
推
測
や
疑
問
等
）
を
形
成
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
評
価
し
、
取
捨
選
択
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し

構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を
転
換

す
る
力

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を

深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、

集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ
た
こ

と
を
言
葉
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を
互
い

に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と

す
る
態
度
（
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

す
る
態
度
）

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
を
理
解
す
る
な
ど
互
い
の

存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る

態
度

・
言
葉
が
持
つ
負
の
側
面
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉

が
持
つ
力
を
信
頼
し
、
そ
の
力
を
高
め
よ
う
と
す
る

態
度

・
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
言
語

文
化
に
対
す
る
関
心

言
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
１
月
１
３
日

教
育

課
程

部
会

言
語
能
力
の
向
上
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
２
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※
必
ず
し
も
一
方
通
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

内
容
の
検
討
、
考
え
の
整
理

テ ク ス ト ・ 情 報 の 理 解

吟
味
と
解
釈

テ
ー
マ
の
設
定

構
造
と
内
容
の
把
握

表
現

推
敲
【
文
章
】

・
構
成
・
表
現
形
式
の
修
正

・
内
容
の
再
検
討
、
考
え
の
再
整
理

文 章 や 発 話 に よ る 表 現

状
況
に
応
じ
た
調
整
【
音
声
】

・
相
手
に
配
慮
し
た
表
現

・
相
手
の
視
点
を
考
慮
し
た
展
開認
知
か
ら
思
考
へ

平
成
２
８
年
１
月
１
３
日

教
育

課
程

部
会

言
語
能
力
の
向
上
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
３

考
え
（
推
測
や
疑
問
等
）
の
形
成

言
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
要
素
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

～
「
国
語
科
」
及
び
「
外
国
語
科
・
外
国
語
活
動
」
を
通
じ
て
育
成
す
べ
き
言
語
能
力
～

思
考
か
ら
表
現
へ

○
日
本
語
や
外
国
語
の
特
徴
や
き
ま
り
に

関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
言
葉
の
働
き
、
役
割

・
書
き
言
葉
、
話
し
言
葉

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
と
文
章
の
関
係

・
文
章
全
体
の
構
造

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
既
有
知
識
（
他
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般
常
識
、
社
会

的
規
範
や
文
化
等
）
に
基
づ
く
吟
味
、
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や

想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

・
相
手
と
の
関
係
の
理
解

・
相
手
の
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
評
価
し
、
取
捨
選
択

す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る

知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し
構
造

化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に

持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を
転
換
す

る
力
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高等学校地歴・公民科科目の在り方に関する特別チームにおける検討事項 
 
 
１．高等学校の地理歴史科、公民科に置く新科目の内容の検討について 
 
（１）「歴史総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 歴史の転換等を捉えた学習の在り方 
   ・歴史の転換期の軸 
   ・学習対象となる時代 
  ③ 日本と世界の動きの関連付け 
 
（２）「地理総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 地理教育に求められる今日的要請への対応 
 
（３）「公共（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
   ・様々な課題を捉え、考察するための基準となる概念や理論 
  ② 公民教育に求められる今日的課題への対応 
 
 
２．高等学校地理歴史科、公民科に置く科目間の関係の整理（高等学校における各科目

の標準単位数を含む）について 
 
（１）「歴史総合」と「地理総合」の地理歴史科としてのまとまり 
（２）新設する科目（「歴史総合」「地理総合」「公共」）について、高校生として共

通に求められる資質・能力を確実に育む共通必履修科目の設計と生徒の興味・関心
や進路に応じた選択科目の設計（高大接続の観点を含む） 

 
３．小・中学校社会科等と高等学校地理歴史科、公民科との内容の系統性について 
 
（１）小学校社会科・中学校社会科の各分野（地理的分野、歴史的分野、公民的分野）

と高等学校の関係教科・科目の内容の系統性 
 
４．その他 
 
（１）適切な指導がなされるための要件（周知・広報、研修等） 
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
歴
史
科
目
の
改
訂
の
方

向
性

(た
た
き
台
案
)

・
・
近
代
化
・
・
・
・
大
衆
化
・
・
・
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
・

近
現
代
に
お
け
る
歴
史
の
転
換

～
日
本
と
世
界
の
つ
な
が
り
～

☆
「
比
較
」
（
類
似
と
差
異
）
☆
「
因
果
」
（
原
因
と
結
果
）
☆
「
相
互
作
用
」
（
関
係
性
や
つ
な
が
り
）

○
工
業
化
と
政
治
変
動

・
諸
革
命
と
社
会
の
変
化

…
等

○
日
本
と
ア
ジ
ア
の
変
貌

・
様
々
な
政
治
改
革

…
等

○
急
変
す
る
国
家
・
社
会

・
第
二
次
産
業
革
命
と
帝
国
主
義
，
科
学
技

術
と
消
費
社
会
，
越
境
す
る
人
々

…
 等

○
動
揺
す
る
世
界
・
日
本

・
自
由
主
義
と
国
民
主
義
，
国
際
協
調
と
経

済
の
混
乱
，
総
力
戦
と
国
民
生
活
，

…
等

○
三
つ
の
世
界
と
日
本

・
冷
戦
と
日
本
の
経
済
成
長
，
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
の
独
立
と
経
済
発
展

…
等

○
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

・
市
場
経
済
の
発
展
，
地
域
紛
争
，
地
域

統
合
の
進
展
，
日
本
の
役
割

…
等

※
学
習
課
題
に
よ
っ
て
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
科
目
の

導
入
〕

歴
史
学

習
の
目

的
・
意
義

○
大
交
易

の
時
代

…
等

※
○
は
，
内
容
の
ま
と
ま
り
の
例

・
は
，
学
習
内
容
の
例

【
考
え
ら
れ
る
例
】

【
考
察
の
手
立
て
】

●
学
習
課
題
を
設
定
す
る
●
資
料
を
活
用
し
て
考
察
す
る

●
歴
史
を
捉
え
る
概
念
を
理
解
す
る

平
成
２
７
年
１
２
月
２
１
日

教
育
課
程
部
会
高
等
学
校

の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在

り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
３
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(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

0

○
地

理
的

な
技

能
「
実

践
的

な
社

会
的

ス
キ

ル
と

し
て

の
G

IS
活

用
」

○
地

理
的

知
識

と
地

理
的

理
解

「
地

球
規

模
（
グ

ロ
ー

バ
ル

）
の

自
然

シ
ス

テ
ム

，
社

会
・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

知
識

と
理

解
」

資
質

・
能

力
現

行
地

理
A

科
目

新
必

履
修

科
目

(案
)

⇒
以

降
の

地
理

学
習

等
の

基
盤

と
な

る
よ

う
，

地
理

を
学

ぶ
意

義
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
地

図
や

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

（
Ｇ

ＩＳ
）
な

ど
に

関
わ

る
汎

用
的

な
地

理
的

技
能

を
身

に
付

け
る

。

⇒
自

然
と

社
会

・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

調
和

を
図

っ
た

，
世

界
の

多
様

性
の

あ
る

生
活

・
文

化
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⇒
地

球
規

模
の

諸
課

題
と

そ
の

解
決

に
向

け
た

国
際

協
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

⇒
日

本
国

内
や

地
域

の
自

然
環

境
と

自
然

災
害

と
の

関
わ

り
や

，
そ

こ
で

の
防

災
対

策
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

⇒
生

活
圏

の
課

題
を

，
観

察
や

調
査

・
見

学
等

を
取

り
入

れ
た

授
業

を
通

じ
て

捉
え

，
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
た

め
の

改
善

，
解

決
策

を
探

究
す

る
。

ア
多

様
な

生
活

・
文

化
と

国
際

理
解

イ
地

球
的

な
諸

課
題

と
国

際
協

力

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
求

め
ら

れ
る

地
理

科
目

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
と

災
害

対
応

イ
生

活
圏

の
調

査
と

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
りＧ

ＩＳ

グ
ロ

ー
バ

ル
化 防
災

Ｅ
Ｓ

Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地

理
的

な
見

方
や

考
え

方
「
空

間
概

念
を

捉
え

る
力

」
○

態
度

「
地

域
，

国
家

的
及

び
国

際
的

な
課

題
解

決
を

模
索

す
る

献
身

的
努

力
」

＜
参
考
＞

・
中
学
校
地
理
的
分
野
に
お
い
て
充
実
し
た
地
誌
学
習
に
よ
り
獲
得
し
た
知
識
等
を
活
用
し
，
国
内
外
の
諸
課
題
等
を
主
題
的
に
扱
う
。

・
本
科
目
履
修
後
の
地
理
歴
史
科
の
科
目
や
他
教
科
に
お
い
て
活
用
で
き
る
，
G
IS
を
は
じ
め
と
す
る
地
理
的
な
技
能
や
，
世
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
と
い
っ
た
考
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

（
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
宣
言
に
お
け
る

『
持
続
可
能
な
開
発
を
実
行

す
る
地
理
的
能
力
』
に
よ
る
」
）

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
教

育
課

程
部

会
高

等
学

校
の

地
歴

・
公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム
資

料
４
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【
参

考
】

現
行

学
習

指
導

要
領

解
説

に
示

さ
れ

た
「
地

理
的

な
見

方
や

考
え

方
」

ⓐ
ど

こ
に

，
ど

の
よ

う
な

も
の

が
，

ど
の

よ
う

に
広

が
っ

て
い

る
の

か
，

諸
事

象
を

位
置

や
空

間
的

な
広

が
り

と
の

か
か

わ
り

で
と

ら
え

，
地

理
的

事
象

と
し

て
見

い
だ

す
こ

と
。

ⓑ
ま

た
，

そ
う

し
た

地
理

的
事

象
に

は
ど

の
よ

う
な

空
間

的
な

規
則

性
や

傾
向

性
が

み
ら

れ
る

の
か

，
地

理
的

事
象

を
距

離
や

空
間

的
な

配
置

に
留

意
し

て
と

ら
え

る
こ

と
。

ⓒ
そ

う
し

た
地

理
的

事
象

が
な

ぜ
そ

こ
で

そ
の

よ
う

に
み

ら
れ

る
の

か
，

ま
た

，
な

ぜ
そ

の
よ

う
に

分
布

し
た

り
移

り
変

わ
っ

た
り

す
る

の
か

，
地

理
的

事
象

や
そ

の
空

間
的

な
配

置
，

秩
序

な
ど

を
成

り
立

た
せ

て
い

る
背

景
や

要
因

を
，

地
域

と
い

う
枠

組
み

の
中

で
，

地
域

の
環

境
条

件
や

他
地

域
と

の
結

び
付

き
な

ど
と

人
間

の
営

み
と

の
か

か
わ

り
に

着
目

し
て

追
究

し
，

と
ら

え
る

こ
と

。
ⓓ

そ
う

し
た

地
理

的
事

象
は

，
そ

こ
で

し
か

み
ら

れ
な

い
の

か
，

他
の

地
域

に
も

み
ら

れ
る

の
か

，
諸

地
域

を
比

較
し

関
連

付
け

て
，

地
域

的
特

色
を

一
般

的
共

通
性

と
地

方
的

特
殊

性
の

視
点

か
ら

追
究

し
，

と
ら

え
る

こ
と

。
ⓔ

そ
う

し
た

地
理

的
事

象
が

み
ら

れ
る

と
こ

ろ
は

，
ど

の
よ

う
な

よ
り

大
き

な
地

域
に

属
し

含
ま

れ
て

い
る

の
か

，
逆

に
ど

の
よ

う
な

よ
り

小
さ

な
地

域
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

の
か

，
大

小
様

々
な

地
域

が
部

分
と

全
体

と
を

構
成

す
る

関
係

で
重

層
的

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
地

域
的

特
色

を
と

ら
え

，
考

え
る

こ
と

。
ⓕ

そ
の

よ
う

な
地

理
的

事
象

は
そ

の
地

域
で

い
つ

ご
ろ

か
ら

み
ら

れ
た

の
か

，
こ

れ
か

ら
先

も
み

ら
れ

る
の

か
，

地
域

の
変

容
を

と
ら

え
，

地
域

の
課

題
や

将
来

像
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

。
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【
参

考
】

『
地

理
教

育
国

際
憲

章
』
（
1
9
9
2
年

8
 月

制
定

）
で

示
さ

れ
た

「
地

理
学

研
究

の
中

心
的

概
念

」
「
地

理
学

者
は

，
常

に
次

の
よ

う
な

問
い

か
け

を
発

し
て

い
る

。
そ

れ
は

，
ど

こ
に

あ
る

の
か

。
そ

れ
は

，
ど

の
よ

う
な

状
態

か
。

そ
れ

は
，

な
ぜ

そ
こ

に
あ

る
の

か
。

そ
れ

は
，

ど
の

よ
う

に
起

こ
っ

た
の

か
。

そ
れ

は
，

ど
の

よ
う

な
影

響
を

も
っ

て
い

る
の

か
。

そ
れ

は
，

人
間

と
自

然
環

境
の

相
互

便
益

の
た

め
に

，
ど

の
よ

う
に

対
処

さ
れ

る
べ

き
か

。
こ

れ
ら

の
発

問
に

対
す

る
答

え
を

求
め

る
に

は
，

地
表

上
で

の
位

置
，

状
況

，
関

係
，

空
間

的
分

布
，

あ
る

い
は

現
象

の
相

違
，

と
い

っ
た

要
素

を
調

べ
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
現

況
の

説
明

は
，

歴
史

並
び

に
現

代
の

双
方

の
資

料
か

ら
な

さ
れ

る
。

ま
た

，
現

在
の

特
徴

的
傾

向
は

，
将

来
の

発
展

の
可

能
性

を
示

す
指

標
と

し
て

理
解

さ
れ

る
。

地
理

学
研

究
の

中
心

的
概

念
は

，
「
位

置
と

分
布

」
，

「
場

所
」，

「
人

間
と

自
然

環
境

と
の

相
互

依
存

関
係

」
，

「
空

間
的

相
互

依
存

作
用

」，
「
地

域
」，

で
あ

る
。

」

1
)位

置
と

分
布

人
間

と
場

所
は

，
こ

の
地

表
面

に
お

い
て

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
絶

対
的

位
置

と
相

対
的

位
置

と
を

有
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

位
置

は
，

財
と

人
間

と
情

報
の

流
れ

で
結

び
合

わ
さ

れ
て

お
り

，
地

表
面

上
で

の
分

布
と

パ
タ

ー
ン

を
説

明
し

て
く
れ

る
。

ま
た

，
人

間
と

場
所

の
位

置
に

関
す

る
知

識
は

，
地

元
，

地
域

，
国

家
，

地
球

上
で

の
そ

れ
ぞ

れ
の

相
互

依
存

関
係

を
理

解
す

る
た

め
の

前
提

条
件

と
な

る
。

2
)場

所 場
所

は
，

自
然

的
に

も
人

文
的

に
も

多
様

な
特

徴
を

示
す

。
自

然
的

特
徴

に
含

ま
れ

る
も

の
に

は
，

地
形

，
土

壌
，

気
候

，
水

，
植

生
，

動
物

，
人

間
生

活
，

な
ど

が
あ

る
。

ま
た

，
人

間
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

信
念

や
哲

学
に

し
た

が
い

，
文

化
，

集
落

，
社

会
・
経

済
シ

ス
テ

ム
，

あ
る

い
は

生
活

様
式

な
ど

を
発

展
さ

せ
る

。
場

所
の

自
然

的
特

徴
に

関
す

る
知

識
，

あ
る

い
は

人
々

の
環

境
へ

の
関

心
や

行
為

は
，

人
間

と
場

所
の

相
互

依
存

閾
係

を
理

解
す

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
。

3
)人

間
と

自
然

環
境

と
の

相
互

依
存

関
係

人
間

は
，

自
然

環
境

を
多

様
に

利
用

す
る

。
ま

た
，

様
々

な
働

き
か

け
に

よ
り

，
多

様
な

文
化

景
観

を
造

り
出

す
。

人
間

は
，

一
方

で
自

然
諸

要
素

の
影

響
を

受
け

る
と

と
も

に
，

他
方

で
，

身
の

周
り

の
環

境
を

調
和

の
取

れ
た

景
観

に
変

え
た

り
，

と
き

に
は

不
調

和
な

景
観

へ
と

変
化

さ
せ

る
。

つ
ま

り
，

空
間

に
お

け
る

複
雑

な
相

互
依

存
関

係
へ

の
理

解
が

，
環

境
計

画
や

環
境

管
理

，
あ

る
い

は
環

境
保

護
に

と
っ

て
大

変
重

要
な

も
の

と
な

る
。

4
)空

間
的

相
互

依
存

作
用

資
源

は
，

一
般

に
こ

の
地

球
上

に
不

均
等

に
分

布
す

る
。

資
源

の
自

給
自

足
が

で
き

る
国

な
ど

存
在

し
え

な
い

。
ま

た
，

場
所

は
，

資
源

や
情

報
を

交
換

す
る

た
め

に
，

運
輸

・
通

信
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

結
ば

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

，
空

間
的

相
互

依
存

作
用

に
立

ち
入

っ
て

み
る

と
，

財
や

情
報

の
交

換
，

あ
る

い
は

人
口

移
動

に
よ

る
人

々
の

協
力

を
理

解
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
ま

た
，

空
間

的
相

互
依

存
作

用
を

探
求

す
る

こ
と

は
，

現
代

の
問

題
を

浮
き

彫
り

に
し

た
り

，
地

域
的

，
国

家
的

あ
る

い
は

国
際

的
な

相
互

依
存

作
用

や
協

力
関

係
の

改
善

へ
の

ア
イ

デ
ア

を
提

起
し

た
り

，
あ

る
い

は
，

貧
困

と
富

裕
並

び
に

人
類

の
福

祉
へ

の
深

い
理

解
を

も
た

ら
し

て
く
れ

る
。

5
)地

域 あ
る

地
域

は
，

固
有

の
要

素
に

よ
り

特
徴

づ
け

ら
れ

た
一

定
の

空
間

的
ひ

ろ
が

り
を

も
つ

区
域

で
あ

る
。

例
え

ば
，

政
治

的
要

素
か

ら
み

れ
ば

，
国

家
や

都
市

が
，

自
然

的
要

素
で

は
，

気
候

や
植

生
地

帯
が

，
さ

ら
に

社
会

・
経

済
的

要
素

か
ら

は
，

開
発

の
進

ん
だ

国
々

と
低

開
発

諸
国

な
ど

が
区

分
さ

れ
る

。
地

域
は

，
空

間
的

に
も

時
間

的
に

も
躍

動
的

な
も

の
で

あ
る

。
地

域
は

，
研

究
の

た
め

の
，

あ
る

い
は

変
貌

を
と

げ
る

環
境

と
し

て
の

基
礎

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

地
理

学
者

は
，

地
域

を
い

ろ
い

ろ
と

異
な

っ
た

規
模

，
つ

ま
り

地
域

社
会

，
国

家
，

大
陸

，
地

球
規

模
で

研
究

の
対

象
と

す
る

。
地

域
の

も
つ

統
合

的
シ

ス
テ

ム
は

，
一

つ
の

地
球

的
生

態
系

の
概

念
へ

と
導

か
れ

る
。

地
球

シ
ス

テ
ム

の
中

の
異

な
る

地
域

の
構

造
と

発
展

過
程

の
理

解
は

，
人

々
の

地
域

的
，

国
家

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
及

び
国

際
的

立
場

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
の

基
礎

と
な

る
。

〔
国

際
地

理
学

連
合

・
地

理
教

育
委

員
会

編
（
公

式
文

書
日

本
語

翻
訳

版
）

中
山

修
一

（
地

理
教

育
委

員
会

委
員

）
訳

〕
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

課
題

○
立

場
や

文
化

に
よ

っ
て

意
見

の
異

な
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

そ
の

背
景

に
あ

る
考

え
方

を
踏

ま
え

て
よ

り
よ

い
課

題
解

決
の

在
り

方
を

協
働

的
に

考
察

し
、

公
正

に
判

断
、

合
意

形
成

す
る

力

課
題

解
決

の
た

め
の

論
理

的
な

思
考

○
様

々
な

課
題

を
捉

え
、

考
察

す
る

た
め

の
基

準
と

な
る

概
念

や
理

論
を

、
古

今
東

西
の

知
的

蓄
積

を
通

し
て

習
得

す
る

力

○
公

共
的

な
事

柄
に

自
ら

参
画

し
よ

う
と

す
る

意
欲

や
態

度

○
現

代
社

会
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
の

自
覚

➀
積

極
的

に
社

会
参

加
す

る
意

欲
が

国
際

的
に

見
て

低
い

②
現

代
社

会
の

諸
課

題
等

に
つ

い
て

の
理

論
や

概
念

の
理

解
、

情
報

活
用

能
力

、
自

己
の

生
き

方
等

に
結

び
つ

け
て

考
え

る
こ

と
に

課
題

③
課

題
解

決
的

な
学

習
が

十
分

に
行

わ
れ

て
い

な
い

資
質

・
能

力

④
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

中
核

と
な

る
時

間
の

設
定

新
必

履
修

科
目

(案
)

「
公
共
」
(仮
称
)

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

ア
公

共
的

な
空

間
に

生
き

る
私

た
ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

国
家

・
社

会
の

形
成

者
と

し
て

、
必

要
な

知
識

を
基

盤
と

し
て

選
択

・
判

断
の

基
準

を
形

成
し

、
そ

れ
を

使
っ

て
主

体
的

な
選

択
・
判

断
を

行
い

、
他

者
と

協
働

し
な

が
ら

様
々

な
課

題
を

解
決

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

力
を

養
う

公
民

科
目

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

庭
や

地
域

等
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ウ
法

的
主

体
と

な
る

こ
と

イ
経

済
的

主
体

（
生

産
者

、
労

働
者

）
と

な
る

こ
と

エ
様

々
な

情
報

を
発

信
・
受

信
す

る
知

的
主

体
と

な
る

こ
と

(3
) 
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

学
習

活
動

の
例

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

模
擬

選
挙

、
模

擬
投

票

模
擬

裁
判

外
部

の
専

門
家

の
講

演

新
聞

を
題

材
に

し
た

学
習

体
験

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

準
備

と
振

り
返

り
・
・
・

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関

選
挙

管
理

委
員

会
、

企
業

、
経

済
団

体
、

起
業

家
、

弁
護

士
、

報
道

機
関

、
消

費
者

セ
ン

タ
ー

、
留

学
生

、
N

P
O

、
N

G
O

・
・
・

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
中

核
機

能

ウ
我

が
国

と
国

際
社

会

イ
持

続
可

能
な

社
会

ア
地

域
の

創
造

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

等
と

連
携

国
家

・
社

会
の

形
成

者
を

育
成

⇒
社

会
を

構
成

す
る

主
体

と
な

る
た

め
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
に

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。

⇒
協

働
の

観
点

か
ら

、
ま

た
個

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
観

点
か

ら
、

今
ま

で
受

け
継

が
れ

て
き

た
蓄

積
や

先
人

の
取

組
、

知
恵

な
ど

を
踏

ま
え

つ
つ

多
様

性
を

尊
重

し
、

持
続

可
能

な
地

域
、

国
家

、
国

際
社

会
づ

く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
こ

と

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
教

育
課

程
部

会
高

等
学

校
の

地
歴

・
公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム
資

料
５
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

新
必

履
修

科
目

(案
)

「
公
共
」
(仮
称
)

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

・
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
・
①

「
自

分
ら

し
い

生
き

方
」
を

問
い

な
が

ら
自

ら
を

成
長

さ
せ

る
こ

と
、

②
人

間
は

社
会

的
な

存
在

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

対
話

を
通

じ
て

お
互

い
を

高
め

合
う

こ
と

、

両
者

に
よ

っ
て

よ
り

よ
い

集
団

・
社

会
を

作
り

出
し

て
い

く
こ

と
（
勤

労
観

・
職

業
観

の
育

成
を

含
む

）
に

つ
い

て
学

ん
で

は
ど

う
か

。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
判

断
す

る
た

め
の

基
準

と
な

る
、

①
「
行

為
の

結
果

と
し

て
の

社
会

的
効

用
を

重
視

す
る

考
え

方
」
、

②
「
結

果
よ

り
も

、
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
、

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
人

が
追

求
す

る
も

の
は

経
済

的
利

益
に

限
ら

れ
る

も
の

で
は

な
く
、

多
義

的
で

あ
る

こ
と

・
両

者
と

も
に

大
切

で
あ

り
、

そ
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
・
社

会
的

効
用

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
・
行

為
の

動
機

に
つ

い
て

、
個

々
の

動
機

に
留

ま
ら

ず
、

そ
れ

ら
を

継
続

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

な
ど

を
取

り
上

げ
て

は
ど

う
か

。

（
囚

人
の

ジ
レ

ン
マ

、
共

有
地

の
悲

劇
等

の
思

考
実

験
や

、
環

境
保

護
、

生
命

倫
理

等
に

つ
い

て
概

念
的

に
考

え
る

学
習

活
動

を
取

り
入

れ
て

は
ど

う
か

。
）

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

ア
公

共
的

な
空

間
に

生
き

る
私

た
ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

倫
理

的
主

体
と

な
る

こ
と
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高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方 

に関する特別チーム検討事項 
 

 

 

１．数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う数理探究（仮

称）で育成すべき資質・能力について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

 

 

２．数理探究（仮称）の内容等について 

・数理探究（仮称）の目標、内容、探究的な活動の対象領域等 

  

 

３．数理探究（仮称）の指導方法及び指導に当たっての留意事項等について 

 

 

４．資質・能力の育成のために重視すべき数理探究（仮称）の評価の在り方について 

 

 

５．数理探究（仮称）の質を高め、普及させるための方策 
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数
理
探
究
（
仮
称
）

数
理
探
究
（
仮
称
）
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
（
論
点
案
）

○
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
「
論
点
整
理
」

「
教
育
課
程
全
体
や
各
教
科
等
の
学
び
を
通
じ
て
「
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
育
成
す
べ
き
資

質
・
能
力
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
整
理
さ
れ

た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
「
何
を
学
ぶ
の
か
」
と
い

う
、
必
要
な
指
導
内
容
等
を
検
討
し
、
そ
の
内
容
を
「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
、
子
供
た
ち
の
具
体
的
な
学
び
の
姿

を
考
え
な
が
ら
構
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

○
平
成
２
７
年
８
月
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
「
中

間
ま
と
め
」

「
大
学
入
学
に
向
け
た
学
び
を
、
知
識
や
解
法
パ
タ
ー
ン

の
単
な
る
暗
記
・
適
用
な
ど
の
受
動
的
な
も
の
か
ら
、
学

ん
だ
知
識
や
技
能
を
統
合
し
な
が
ら
問
題
の
発
見
・
解
決

に
取
り
組
む
、
よ
り
能
動
的
な
も
の
へ
と
改
革
す
る
。
」

「
（
「
数
理
理
探
究
（
仮
称
）
」
）
に
対
応
す
る
科
目
を
実
施
す

る
。
」

①
学
術
研
究
は
「
国
力
の
源
」
と
い
え
る
。
現
代
の
学
術
研
究
に
は
、
「
挑
戦
性
」
「
総
合
性
」
「
融
合
性
」
「
国
際
性
」
が
特
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。

②
異
分
野
融
合
は
、
か
つ
て
の
分
野
を
合
算
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し
い
知
の
体
系
的
構
造
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
果
を
見
通
し
た
も
の
で
は
な

く
交
流
と
連
携
、
そ
の
拡
大
と
新
し
い
問
題
の
発
見
か
ら
、
さ
ら
な
る
交
流
と
連
携
が
生
ま
れ
、
総
合
化
と
融
合
と
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
起
こ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○
平
成
２
６
年
５
月
科
学
技
術
・
学
術
審
議

会
学
術
分
科
会
「
学
術
研
究
の
推
進
方

策
に
関
す
る
総
合
的
な
審
議
に
つ
い

て
」
中
間
報
告

「
学
術
研
究
に
よ
る
知
の
創
出
が
基
盤
で

あ
り
、
そ
れ
が
充
実
し
て
初
め
て
経
済
的

価
値
な
い
し
社
会
的
・
公
共
的
価
値
等
を

含
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。
」

「
高
等
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
取
組
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
徒
の
興
味
や
進
路
に
応
じ
て
、
数
学
科
の
枠
を
越
え
た
科
学
的

な
テ
ー
マ
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
考
え
抜
く
力
を
育
成
す
る
た
め
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
革
や
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
に
向
け
た
動
き
も
踏
ま
え
つ

つ
、
数
学
と
理
科
の
知
識
や
技
能
を
総
合
的
に
活
用
し
て
主
体
的
な
探
究
活
動
を
行
う
新
た
な
選
択
科
目
「
数
理
探
究
（
仮
称
）
」
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
」

（
平
成
２
７
年
８
月
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
「
論
点
整
理
」
）

数
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

総
合
性

挑
戦
性

国
際
性

融
合
性

感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た

質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
の
創
発

知
的
・
文
化
的
価
値
、
経
済
的
・
社
会
的
・
公
共
的
価
値

・
科
目
の
固
有
の
視
点
と
し
て
「
挑
戦
性
」
「総
合
性
」
「融
合
性
」
「国
際
性
」
「感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
の
創
発
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
「
挑
戦
性
」「
総
合
性
」「
融
合
性
」「
国
際
性
」
「
感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
資
質
・能
力
を
育
て
る
た
め
の
具
体
的
な
手
立
て
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
造
（
目
標
、
内
容
構
成
、
学
習
対
象
及
び
こ
れ
ら
に
よ
り
育
ま
れ
る
資
質
能
力
）
を
考
え
る
べ
き
か
。

Ｓ Ｓ Ｈ の 取 組 例

約
２
０
か
国
か
ら
参
加
校
を
集
め
、
科
学

交
流
（
課
題
研
究
の
口
頭
発
表
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）
を

実
施
。
（
学
校
法
人
立
命
館
立
命
館
高
等
学
校
）

探
究
型
融
合
教
科
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
」
を
設
置
し
、
理
科
４
分
野
を
融
合
し

た
科
目
「

GS
自
然
科
学
」
や
「

GS
課
題
研

究
」
等
を
実
施
。
（
京
都
府
立
桃
山
高
等
学
校
）

校
内
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
や

科
学
関
連
企
業
等
と
連
携
し
た
「
発
展
型
課

題
研
究
」
を
行
い
、
探
究
活
動
の
質
的
向
上
を

図
る
。
（
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
）

平
成
２
８
年
１
月
２
１
日

教
育
課
程
部
会
高
等
学
校
の
数
学
・
理
科
に
わ
た

る
探
究
的
科
目
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
４

- 21 -



国語ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．国語科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・国語科を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について（言語能力の向上に関

する特別チームにおける議論を踏まえて） 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた国語科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

・国語科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 ・特に高等学校における科目構成について 

 ・漢字指導の在り方について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき国語科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき国語科の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と
使
い

分
け

・
言
葉
の
働
き
、
役
割

・
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、
言
葉
の
位
相

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
と
文
章
の
関
係

・
文
章
全
体
の
構
造

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

な
ど

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
話
合
い
や
話
し
方
・
発
表
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

◆
テ
ク
ス
ト
・
情
報
を
理
解
す
る
力
、
文
章
や
発
話
に
よ
り
表
現
す
る
力

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
既
有
知
識
（
他
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般
常
識
、
社
会
的

規
範
や
文
化
等
）
に
基
づ
く
吟
味
、
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像

を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

・
相
手
と
の
関
係
や
状
況
の
理
解

・
相
手
の
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
立
場
や
目
的
の
明
確
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

◆
考
え
を
形
成
す
る
力
（
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
）

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に
統
合
し

構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造
を

転
換
す
る
力

・
国
語
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方

を
深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え
合
う

こ
と
で
、
集
団
の
考
え
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ

た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
言

葉
を
互
い
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
心
を

豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
（
自
分
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
態
度
）

・
言
葉
に
は
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
正
し
く

伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が

持
つ
力
を
信
頼
し
、
国
語
を
通
じ
て
積
極
的
に

人
や
社
会
と
関
わ
り
、
自
己
を
表
現
し
、
他
者

の
心
と
共
感
す
る
な
ど
互
い
の
存
在
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
、
及
び
、

言
語
文
化
を
享
受
し
、
生
活
や
社
会
の
中
で

活
用
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
進
ん
で
読
書
を
し
、
読
書
を
通
し
て
、
知
ら

な
い
こ
と
を
知
っ
た
り
、
経
験
の
な
い
こ
と
を
体

験
し
た
り
、
新
し
い
考
え
に
触
れ
た
り
す
る
な
ど

し
て
人
生
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

国
語
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
１
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
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目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

話 す こ と ・ 聞 く こ と

話
題

選
択

吟
味
と
解
釈

話 す こ と 聞 く こ と 話 し 合 う こ と

集
団
と
し
て
の

考
え
の
形
成

内
容
の
検
討
、
考
え
の
整
理

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ

の
設
定

国
語
科
に
お
け
る
学
習
活
動
の
要
素
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

平
成
２
８
年
１
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
２

他
者
の
聞

く
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

進
行
の
計
画

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

内
容
の
整
理

（
必
要
に
応
じ
た
質
問
）

構
造
と
内
容
の
把
握

記
録
、
記
録
の
整
理

話
題

選
択

関
連
す
る
情
報
の
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成

し
た
力
を
活
用

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

・
言
葉
の
働
き
、
役
割

・
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、

言
葉
の
位
相

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
と
文
章
の
関
係

・
文
章
全
体
の
構
造

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
往
還

表
現

（
状
況
に
応
じ
た
調
整
）

他
者
の
話
す
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
既
有
知
識
（
他
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般
常
識
、
社
会
的
規
範
や
文
化
等
）
に

基
づ
く
吟
味
、
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

・
相
手
と
の
関
係
や
状
況
の
理
解

・
相
手
の
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
立
場
や
目
的
の
明
確
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、

既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造

を
転
換
す
る
力

考
え
の
形
成
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記
述

書 く こ と
推
敲

目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

読 む こ と

内
容
の
検
討
、
考
え
の
整
理

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ

の
設
定

考
え
の
形
成

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

選
書

（
本
以
外
も
含
む
）

吟
味
と
解
釈

構
造
と
内
容
の
把
握

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

他
者
の
読

む
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

他
者
の
書
く
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

➢
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

➢
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
・
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

➢
新
し
い
問
い
を
立
て
る
な
ど
、

既
に
持
っ
て
い
る
考
え
の
構
造

を
転
換
す
る
力

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

・
言
葉
の
働
き
、
役
割

・
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、

言
葉
の
位
相

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
と
構
成

・
文
と
文
の
関
係
、
段
落
と
文
章
の
関
係

・
文
章
全
体
の
構
造

・
表
現
の
工
夫
（
修
辞
な
ど
）

【
創
造
的
思
考
（
と
そ
れ
を
支
え
る
論
理
的
思
考
）
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
構
造
化
す
る
力

・
論
理
の
吟
味
・
構
築
（
根
拠
、
論
拠
、
定
義
、
前
提
等
）

・
信
頼
性
、
妥
当
性
の
吟
味

・
既
有
知
識
（
他
教
科
に
関
す
る
知
識
、
一
般
常
識
、
社
会
的
規
範
や
文
化
等
）
に

基
づ
く
吟
味
、
補
足
、
精
緻
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
相
手
の
心
を
想
像
す
る
力

・
相
手
と
の
関
係
の
理
解

・
相
手
の
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

・
自
分
の
立
場
や
目
的
の
明
確
化

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力
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【小
学
校
】

国
語

教
育

の
イ

メ
ー

ジ
（
1
月

1
9日

検
討
用
）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト

（ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

）
【幼
児
教
育
】

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

【高
等
学
校
】

①
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

②
文
章
や
発
話
の
内
容
や
展
開
、
そ
れ
ら
に
含
意
さ
れ
た
意
味
を
、
論
理
や
既
有
知
識
に
基
づ
い
て
解
釈
し
た
り
、
情
報
の
信
頼
性
等
を
考
察

し
て
整
理
・
構
造
化
し
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
社
会
的
文
化
的
背
景
を
有
す
る
未
知
の
情
報
を
、

既
有
の
知
識
や
経
験
・
感
情
に
体
系
的
に
統
合
し
て
構
造
化
し
た
り
、
他
者
と
異
な
る
発
想
や
主
張
を
独
自
の
論
理
や
表
現
に
よ
っ
て
確
立

し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
考
え
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
や
専
門
的
な
学
習
に
備
え
た
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
等
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

①
国
語
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
。

②
文
章
や
発
話
に
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
や
展
開
を
根
拠
に
基
づ
い
て
解
釈
し
た
り
、
情
報
を
整
理
・
構
成
し
て
自
分
の
思
い
や
考
え
を
表
現

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
社
会
生
活
に
お
け
る
様
々
な
情
報
を
、
既
有
の
知
識
や
経
験
・
感
情
に
基
づ
い
て
解
釈
し
、
整
理
・
構
成

し
た
り
、
新
た
な
発
想
や
主
張
を
形
成
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
考
え
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
社
会
生
活
に
必
要
な
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
等
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
国
語
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
。

②
言
葉
を
手
掛
か
り
に
、
文
章
や
発
話
に
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
や
大
ま
か
な
展
開
を
捉
え
た
り
、
順
序
や
ま
と
ま
り
を
考
え
て
情
報
を
整
理
し

て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
他
者
の
思
い
・
考
え
や
新
た
な
情
報
を
、
自
分
の
思
い
・
考
え
や
既
知

の
情
報
に
照
ら
し
て
取
り
入
れ
た
り
、
更
に
確
か
め
た
い
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
を
意
識
化
す
る
な
ど
し
て
、
考
え
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
日
常
生
活
や
学
習
に
必
要
な
基
本
的
な
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
等
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
友
達
同
士
で
目
的
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
、
活
用
し
た
り
す
る
。

・
相
手
の
話
の
内
容
を
注
意
し
て
聞
い
て
分
か
っ
た
り
、
自
分
の
思
い
や
考
え
な
ど
を
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
話
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
言
葉
を
通
し
て
教
職
員
や
友
達
と
心
を

通
わ
せ
る
。

・
イ
メ
ー
ジ
や
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
な
が
ら
、
遊
び
を
通
し
て
文
字
の
意
味
や
役
割
を
認
識
し
た
り
、
記
号
と
し
て
の
文
字
を
獲
得
す
る
必
要
性
を
理
解
し
た
り
し
、
必
要
に
応
じ

て
具
体
的
な
物
と
対
応
さ
せ
て
、
文
字
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
。

・
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
も
っ
て
聞
き
、
想
像
を
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
の
面
白
さ
を
感
じ
た
り
、
そ
の
想
像
の
世
界
を
友
達

と
共
有
し
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

平
成
２
８
年
１
月
１
９
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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1 
 

外国語ワーキンググループにおける検討事項について 

 

中教審・教育課程企画特別部会「論点整理」(平成 27 年８月 26 日)、「英語教育の在り方に

関する有識者会議」(平成 26 年９月 26 日)等を踏まえて、主に次のような事項について検討い

ただく。 

 

１．小・中・高等学校を通じて育成すべき外国語教育における資質・能力について 

 

 ①育成すべき資質・能力の可視化 

  ⅰ)何を知っているか、何ができるか(個別の知識・技能) 

  ⅱ)知っていること・できることをどう使うか(思考力・判断力・表現力) 

  ⅲ)どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか(学びに向かう力、人間性等) 

 ②小・中・高等学校を通じて①児童生徒の学びを円滑に接続させるため、小・中・高等学校を

通した一貫した目標・内容、学習過程の在り方について、発達段階に応じてどのように充

実を図るか 

 ③外国語教育として、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視点も踏まえ、

どのように充実を図るか 

 

 

２．外国語教育の改善について 

 

     言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配

慮しながら、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るととも

に、身近な話題から幅広い話題についての理解や表現、情報・意見交換等ができるコミ

ュニケーション能力を養うため、目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価

等の在り方について、主に次のような事項について検討。 

    

○ 小学校・中学校・高等学校を通じて一貫した教育目標(指標形式の目標を含む)・指導内

容、学習過程等の在り方 

・学校が設定する目標等との整理 

・指導する語彙数、文法事項 

・ＣＥＦＲとの関係整理   等 

 

○ 言語能力を向上させるための国語教育と外国語教育との連携 

・目標・指導内容等全体に関して 

・言語の仕組み(音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等) 

・言語活動等 

    ＊言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項を参照 
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2 
 

 

○ 小学校の活動型、教科型 

・論点整理で示された指摘（目標・内容とともに、短時間学習の活用など）  

 

○ 小中連携 

    ・小学校高学年から中学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 中学校、高等学校の改善の方向性 

・中学校：・互いの考えや気持ちを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業 

・授業は英語で行うことを基本とする 

・高等学校：科目の見直し(４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、

討論・議論、交渉」などの統合型言語活動が中心)の科目の在り方) 

 

○ 中・高連携 

 ・中学校から高等学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 高等学校の科目等の見直し 

・４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、討論・議論、交渉」などの 

統合型言語活動が中心)の科目の在り方（再掲） 

・専門教科「英語」の在り方 

 

○ 小・中・高等学校の学習評価の在り方 

   ・評価の三つの観点 

・各学校が設定する学習到達目標（ＣＡＮ－ＤＯ形式）との関係 

・多様な評価方法 

（パフォーマンス評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評価等） 等 

・小学校高学年の教科としての評価 

○ 英語以外の外国語の扱い 

 

３．学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について 

 

 ① 外国語教育を充実するための「カリキュラム・マネジメント」の確立 

 ② 教員の英語力・指導力の向上や外国語指導助手等の外部人材の活用などの条件整備 

   ・中教審・教員養成部会等の議論 

   ・教員養成・研修 

・教科書・教材  等  

 

- 28 -



個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

外
国
語
活
動

小
学
校

外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

外
国
語
を
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

外
国
語
へ
の
慣
れ
親
し
み

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
こ
と
や
身

の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質

問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
言
語
を
用
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
さ
を

知
り
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
外
国
語
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心

な
ど

外
国
語

小
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

外
国
語
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
こ
と

言
葉
の
仕
組
み
へ
の
気
付
き
（
音
、
単
語
、
語

順
な
ど
）

馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き

な
も
の
や
、
一
日
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に

質
問
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

外
国
語

中
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

読
む
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

書
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

言
語
の
働
き
、
役
割
に
つ
い
て
理
解

な
ど

○
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
学
校
、
地

域
、
他
教
科
等
で
の
学
習
内
容
等
と
関
連
付
け

な
が
ら
、
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
外
国

語
で
適
切
に
伝
え
合
う
能
力

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
話

し
た
り
書
い
た
り
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心

な
ど

外
国
語

高
等
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

読
む
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

書
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

言
語
の
働
き
、
役
割
に
つ
い
て
理
解

な
ど

○
日
常
的
な
話
題
か
ら
時
事
問
題
や
社
会
問
題
ま

で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど

を
外
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え

合
っ
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
話

し
た
り
書
い
た
り
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心 な
ど

資
質

・
能

力
の

三
つ

の
柱

に
沿

っ
た
、

平
成
28
年
1月

12
日
現
在

小
・

中
・
高

を
通

じ
て

外
国

語
教

育
に

お
い

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

（
た

た
き

台
）
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目
的
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ

セ
ス

目
的
の
設
定
・
理
解

目
的
に
応
じ
た

発
信
ま
で
の
方
向
性
の
決
定
・
言

語
活
動
等
の
見
通
し

目
的
達
成
の
た
め
の
言
語
活
動

（
技
能
統
合
型
）

言
語
・
内
容
の
両

面
に
お
け
る
ま
と

め
と
振
り
返
り

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

次
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る

目
的
の
設
定
・

活
動
へ

検
討

中

プ ロ セ ス の 中 で 働 く 思 考･ 判 断･ 表 現 等 の う ち 、 特 に 重 視 す べ き も の の 例

目
的
の

理
解

表 現判 断思 考

意 見 や 考 え の 形 成

「
聞
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
を
活
用
し
た
「
話
す
こ
と
」
及
び
「
書
く
こ
と
」
に
よ
る

言
語
活
動
（
図
表
等
に
よ
る
表
現
も
含
む
）

意
見
や
考
え

の
吟
味
と
再

構
築

多
様
な
見
方
や

考
え
方
に
基
づ

い
た
次
の
思
考

プ
ロ
セ
ス
へ

目
的
に
関
す
る

論
点
・
解
決
策

の
整
理

流
暢
さ
と
正
確
さ

の
バ
ラ
ン
ス

情
報
間
の

関
係
性
を
構
成

目
的
の
明
確
化

と
必
要
な
情
報

の
把
握

目
的
達
成
に

必
要
な
情
報
の

選
択

様
々
な
見
方
や
考
え
方

の
共
通
点
・
相
違
点
等

の
評
価
・
選
択
・
決
定

課
題
に
つ
い
て
得

ら
れ
た
知
識
や
情

報
を
整
理
・
統
合

目
的
に
応
じ

た
情
報
の
抽

出

関
連
す
る

知
識
や

情
報
の

検
索

知
識
や
情
報
を
活
用

し
て
自
分
の
意
見
や

考
え
を
形
成
・
整
理

目
的
に
応
じ
て

伝
え
合
う
こ
と
を
通
じ
た

表
現
の
深
化
・
多
様
化

自
分
の
考
え
や
主
張
を
適
切
な
語
彙
・
表
現
・

文
法
を
用
い
て
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
の

意
思
決
定

イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る

表
現

語 彙 ・ 表 現 ・ 文 法 等

技
能
統
合
型
の
活
動
を
通
じ
た
英
語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成

※
2
技
能
以
上
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
統
合
的
に
活
用
（
例
）
（
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
や
要
点
を
的
確
に
把
握
し
、
自
分
の
意

見
や
考
え
な
ど
と
の
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
・
批
判
的
に
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
表
現
す
る
力
、
与
え
ら
れ
た
話
題
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
自
分
の
意
見
を
説
得
力
を
持
っ
て
表
現
す
る
力
、
相
手
か
ら
の
問
い
か
け
に
応
じ
て
自
身
の
経
験
や
考
え
を
適
切
に
述
べ
る
力
）

な
ど

聞 く こ と 読 む こ と 話 す こ と 書 く こ と

複 数 の 技 能 を 統 合 し た 活 動

平
成

28
年

1月
12
日
現
在

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
の
要
素
イ
メ
ー
ジ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い
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社会・地理歴史・公民ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．社会・地理歴史・公民科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・社会・地理歴史・公民科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・特にⅱ）に関わって、どのような思考力・判断力・表現力等（事象を捉える教

科・科目特有の視点や考え方など）を育むかについて 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた社会・地理歴史・公民科において

育成すべき資質・能力及び内容の系統性（例えば、小・中学校における世界に

関する学習の扱い、政治的教養を育むための教育の扱いなど）について 

・高等学校における新設科目等の具体的な内容について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき社会・地理歴史・公民科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき社会・地理歴史・公民科の評価の在り方

について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理

補足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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① 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力                      

・社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概念等を活用して
多面的・多角的に考察できる 

   

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多面的・多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味、特色や相互の関
連を考察できる 

 

② 社会に見られる課題や問題を把握し、その解決に向けて構想する力 

 

③ 考察したこと、構想したことを説明する力 

・適切な資料・内容や表現方法を選び、社会的事象についての自分の考えを
効果的に説明できる 

   

・主旨が明確になるように内容構成を考え、社会的事象についての自分の考
えを論理的に説明できる 

・根拠や理由を明確にして、社会的事象についての自分の考えを論理的に説
明できる 

 

④ 考察したこと、構想したことを基に議論する力 

                                                                                                                             

＊参考 学習の見通しを持ち追究の結果を評価する力 

                                                                                                                             

・社会に見られる複雑な課題や問題を把握して、身に付けた判断基準を根拠
に解決に向けて構想できる 

   

・社会に見られる課題や問題を把握して、複数の立場や意見を踏まえて、解
決について選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握して、解決に向けて自分たちにできるこ
とを選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握できる 

・合意形成を視野に入れながら、社会的事象について構想したことを、妥当
性や効果、実現可能性などを指標にして議論できる 

   

・他者の主張を踏まえたり取り入れたりして、社会的事象についての自分の
考えを再構成しながら議論できる 

・他者の意見につなげたり、立場や根拠を明確にしたりして、社会的事象に
ついての自分の考えを主張できる 

・追究の過程や結果を評価し、不十分な点を修正・改善することができ
る 

   

・追究の結果を振り返り、学んだことの成果等を自覚できる 

・学習問題（課題）を把握し、追究の見通しを持つことができる 

社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断力、表現力等の育成のイメージ 

 小 

 

 中 

 

高 

 

 小 

 

 中 

 

 中 

 

高 

 

 小 

 

 中 

 高 

 

 小 

 

 中 

 

高 

 

高 

 

平成 28 年１月 18 日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ

資料５

 小 

 

- 32 -



＊ 評 価 す る 力

社 会 と の 関 わ り を 意 識 し た 課 題 解 決 的 な 学 習 の 充 実

【
小
学
校
社
会
科
】

（第
３
～
６
学
年
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

概
念
的
枠
組
を
基
礎
と
し
て

現
実
の
社
会
的
事
象
と
関
連
付
け
、
習
得
し
た

概
念
を
当
て
は
め
て
考
察
す
る

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

日
本
や
世
界
に
み
ら
れ
る
諸
事
象
を
位
置
や
空
間
的
な

広
が
り
と
の
関
わ
り
で
地
理
的
事
象
と
し
て
見
い
だ
し

そ
れ
ら
の
事
象
を
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で

考
察
す
る

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

時
間
に
着
目
し
て
、
事
象
の
推
移
や
変
化
を
見
い
だ
し

相
違
や
共
通
性
、
因
果
関
係
な
ど
に
着
目
し
て
、

考
察
す
る

幼
児
教
育

【
小
学
校
生
活
科
】

（
第
１
、
２
学
年
）

身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
考
え
た
り
、
試
し
た

り
し
て
工
夫
し
て
遊
ぶ
。

思
考
力
、
表
現
力
の
基
礎
の
育
成

「
社
会
科
等
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
と
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
】

【
中
学
校
社
会
科
】

（
地
理
的
・
歴
史
的
・
公
民
的
分
野
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎

・
位
置
や
空
間
的
広
が
り
に
着
目
し
て
（
地
理
的
な
見
方
の
基
礎
）

・
時
期
や
時
間
経
過
に
着
目
し
て
（
歴
史
的
な
見
方
の
基
礎
）

・
事
象
相
互
、
人
々
の
立
場
相
互
の
関
係
に
着
目
し
て
（
社
会
を
支

え
る
働
き
の
見
方
の
基
礎
）

→
社
会
的
事
象
の
様
子
や
仕
組
み
を
見
い
だ
し

・
事
象
を
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て
考
え
る
（
特
色
）

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て
考
え
る
（
意
味
）

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

○
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
、
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
や
問
題
を
把
握
し
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
策
に
向
け
て
構
想
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力
、
議
論
す
る
力

生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
施
設
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
な
ど
で

表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
な
ど

す
る
。

し
た
り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り

な
ど
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。

平
成
２
８
年
１
月
１
８
日

教
育

課
程

部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
６

1

比
較
す
る
、
分
類
す
る
、
関
連
づ
け
る

な
ど
の
思
考

伝
え
る
、
相
互
交
流
す
る
、
振
り
返
る

な
ど
の
表
現

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

（
追
究
の
視
点
や
方
法
）

比
較
・
関
連
付
け
・
総
合
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学
習
指
導
要
領
等
（
平
成
20
年
告
示
）
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」
に
関
す
る
主
な
記
述

●
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
2
0
年
1
月
1
7
日
）

８
．
各
教
科
・
科
目
等
の
内
容
②
社
会
、
地
理
歴
史
、
公
民

(ⅰ
)
改
善
の
基
本
方
針

社
会
科
、
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
に
お
い
て
は
、
そ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
通
じ
て
、
社
会
的
事
象
に
関
心
を
も
っ
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
、
公
正
に
判
断
す
る
能
力
と
態
度
を
養
い
、
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
一
層
重
視
す
る
方
向
で
改
善
を
図
る
。

●
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
社
会
編

こ
の
基
本
方
針
の
中
で
は
、
児
童
生
徒
が
社
会
的
事
象
に
関
心
を
も
っ
て
進
ん
で
か
か
わ
り
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
の
意
味
や
働
き
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考

え
、
公
正
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
が
次
第
に
養
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
一
層
求
め
て
い
る
。

（
中
略
）

こ
の
よ
う
に
、
小
学
校
社
会
科
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
社
会
科
、
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
の
改
善
の
基
本
方
針
を
受
け
、
地
域
社
会
や
我
が
国
の
国
土
、
歴
史
な
ど
に
対
す
る
理
解
と

愛
情
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
い
、
そ
こ
で
身
に
付
け
た
知
識
、
概
念
や
技
能
な
ど
を
活
用
し
、
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
資
質
や
能
力
の
基

礎
を
培
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

（
中
略
）

児
童
一
人
一
人
に
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
た
め
に
は
、
社
会
科
の
学
習
指
導
に
お
い
て
、
地
域
社
会
や
我
が
国
の
国
土
、
産
業
、
歴
史
な
ど
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
育
て
、
社
会

的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
と
と
も
に
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
一
層
充
実
さ
せ
、
よ
り
よ
い
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
資
質
や
能
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
一
層
重
視
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

（
中
略
）

児
童
一
人
一
人
に
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
が
養
わ
れ
る
よ
う
、
社
会
的
事
象
を
比
較
・
関
連
付
け
・
総
合
し
て
見
た
り
考
え
た
り
、
社
会
的
事
象
を
空
間
的
、
時
間
的
に
理
解
し
た
り
、

公
正
に
判
断
し
た
り
多
面
的
に
と
ら
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
児
童
一
人
一
人
が
社
会
的
事
象
を
具
体
的
に
観
察
、
調
査
し
た
り
、
地
図
や
地

球
儀
、
統
計
、
年
表
な
ど
の
各
種
の
基
礎
的
資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
た
り
、
調
べ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
表
現
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な
活
動
、
表

現
活
動
な
ど
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

2

●
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会

第
３
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

２
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

(
1
)
各
学
年
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
社
会
的
事
象
を
公
正
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
児
童
に
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
が
養

わ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
参
考
）
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学
習
指
導
要
領
等
（
平
成
20
年
告
示
）
に
お
け
る
「
見
方
や
考
え
方
」
に
関
す
る
主
な
記
述

●
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
社
会
編

○
地
理
的
分
野

地
理
的
な
見
方
と
地
理
的
な
考
え
方
は
相
互
に
深
い
関
係
が
あ
り
、
本
来
は
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
と
し
て
一
体
的
に
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
学
習
の
過

程
を
考
慮
し
て
整
理
す
れ
ば
、
地
理
的
な
見
方
と
は
、
日
本
や
世
界
に
み
ら
れ
る
諸
事
象
を
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
か
か
わ
り
で
地
理
的
事
象
と
し
て
見
い
だ
す
こ
と
で
あ

り
、
地
理
的
な
考
え
方
と
は
、
そ
れ
ら
の
事
象
を
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
中
略
）
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
整
理
す
る
と
、
お
お
む

ね
次
の
①
か
ら
⑤
の
よ
う
に
な
る
。
（
中
略
）

①
地
理
的
な
見
方
の
基
本

ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
か
、
諸
事
象
を
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
か
か
わ
り
で
と
ら
え
、
地
理
的
事
象
と
し
て
見
い
だ
す
こ
と
。

ま
た
、
そ
う
し
た
地
理
的
事
象
に
は
ど
の
よ
う
な
空
間
的
な
規
則
性
や
傾
向
性
が
み
ら
れ
る
の
か
、
地
理
的
事
象
を
距
離
や
空
間
的
な
配
置
に
留
意
し
て
と
ら
え
る
こ
と
。

②
地
理
的
な
考
え
方
の
基
本

そ
う
し
た
地
理
的
事
象
が
な
ぜ
そ
こ
で
そ
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
分
布
し
た
り
移
り
変
わ
っ
た
り
す
る
の
か
、
地
理
的
事
象
や
そ
の
空
間
的
な
配

置
、
秩
序
な
ど
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
背
景
や
要
因
を
、
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
地
域
の
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
と
人
間
の
営
み
と
の
か
か
わ
り
に
着
目

し
て
追
究
し
、
と
ら
え
る
こ
と
。
（
後
略
）

○
公
民
的
分
野

２
内
容

(1
)
私
た
ち
と
現
代
社
会

イ
現
代
社
会
を
と
ら
え
る
見
方
や
考
え
方

人
間
は
本
来
社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
着
目
さ
せ
、
社
会
生
活
に
お
け
る
物
事
の
決
定
の
仕
方
、
き
ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
現
代
社
会
を
と
ら
え
る
見
方
や

考
え
方
の
基
礎
と
し
て
、
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。
（
中
略
）

こ
の
中
項
目
は
、
現
代
社
会
を
と
ら
え
る
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
存
在
で
あ
る
人
間
が
行
う
行
動
、
例
え
ば
、

政
治
的
な
活
動
や
経
済
的
な
活
動
な
ど
を
と
ら
え
説
明
す
る
た
め
の
概
念
的
な
枠
組
み
で
あ
る
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お

、
こ
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
構
成
す
る
諸
概
念
は
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、
生
徒
が
身
に
付
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
生
活
に
見
ら
れ
る
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
て

考
え
さ
せ
て
い
く
な
ど
の
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
物
事
の
決
定
の
仕
方
」
や
「
き
ま
り
」
な
ど
の
社
会
生
活
に
見
ら
れ
る
事
例
を
示
し
、
そ
の
意
義
な

ど
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
よ
り
よ
い
決
定
、
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
」
「
な
ぜ
き
ま
り
が
作
ら
れ
る
の
か
」
「
私
た
ち
に
と
っ
て
き
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
い
っ
た
問
い
を
追
究
し
考
察
し
て
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
身
に

付
け
る
中
項
目
で
あ
る
と
い
え
る
。

3
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